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世界一の高齢化スピードと借金大国
政府総債務残高の現況

2015.3末： 1,238兆円
2016.3末： 1,264兆円
2017.3末： 1,308兆円

（1,300万円／国民一人当たり借金）
<2016.3末の国際比較>    
政府純債務残高(対GDP比)

（1位）ギリシヤ：322%
（２位）日本： 128% ⇒ 2017.3末240.倍
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在
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近世日本の民族三大転換期〔No.２〕 ～世界一の政府債務残高～
現代は、明治維新と第二次世界大戦敗戦に次ぐ、日本民族の三大転換期と言えます。

私たちの子供たちに残すべき日本のあるべき姿造りに、一緒に汗して考働しませんか？

(文責)川越テクノサポート
技術経営コンサルタント

2018.2.15作成 大崎俊彦

（出典：国土交通省）に加筆



債務残高の国際比較（対ＧＤＰ比） （出典：財務省）

（出典）OECD "Economic Outlook 98"（2015年11月）
※ 数値は一般政府ベース。 2川越テクノサポート(produced by 川越技術士会)



世界経済における動向とリスク ＩＭＦの世界経済見通しでは、世界経済は全体としては回復基調にあるが、
回復のペースは緩慢なものとなっている。特に近年、貿易量の伸び率が経済成長率を下回って推移する 傾向にある。

主要国と地域の実質ＧＤＰ成長率の動向
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（出典：平成２２年６月経済産業省「産業構造ビジョン」日本経済の行き詰まり）

我が国の賃金の伸びは、景気の変動に左右されずに伸び悩んだ
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貯蓄率は先進諸国の中で最低水準にまで下落

（出典：平成２２年６月経済産業省「産業構造ビジョン」日本経済の行き詰まり）



（出典：平成２９年６月経済産業省通商政策局「通商白書2017」）

世界全体での格差は減少しつつあり、貿易の活発化が大きく貢献したとされている。
他方で、日本を除く先進国では多くの国が国内における格差拡大の方向に推移している。

〔補足説明〕ジニ係数(Gini coefficient)とは、所得や資産
の不平等あるいは格差をはかるための尺度の一つ。
これを提案したイタリアの統計学者コラド・ジニにちなむ
名称。ジニ係数の算出にはローレンツ曲線が用いられる。
ローレンツ曲線は、所得の場合、対象者を低所得者から
高所得者へ順に並べ、それを累積分布として表したもの
である。ジニ係数とは、４５°線とローレンツ曲線で囲ま
れる部分の面積を ２倍したものであり、完全平等社会
であれば０、完全不平等社会であれば１となる。

世界の可処分所得格差の推移
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世界のＭ＆Ａ金額と成長モデル
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実体経済と金融経済の関係と構造的相違
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(出典)株式会社ナレッジポイント



企業成長戦略に合致させた企業買収戦術
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実体経済と金融経済の規模スケールの相違


